
事後の対応 

・児童同士、教師と児童との人間関係づくりをより一層進めるとともに、差別や偏見をなくし互いに人として 

尊重し合う心と態度を育てる教育活動を充実させる。 

・一人一人が学級の中に「心の居場所」をもてるように、集団の中で役割体験や成就体験ができるようにする。 

上庄小学校いじめ防止基本方針 

                                  

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止に向けての取組 

いじめの未然防止 いじめの早期発見 いじめへの早期対応 

・授業の改善 
・道徳教育及び体験活動の充実、
仲間づくり、社会性の育成 

・規範意識の醸成 
・いじめ防止やネチケットの学
習 

・児童会活動 
・保護者や地域に対する啓発 

・個別面談（普段の様子、生活ノートや日記）  
・養護教諭との連携（保健室の様子を把握） 
・アンケート調査 
・保護者との連携 
・教職員間の情報共有・相互理解 
・地域、社会体育、児童クラブ、学童保育と
の連携 

・情報収集 
・校内対策委員会の開催 
・対応（前期）  保護者への連絡 
・対応（後期）  保護者との連携 
・今後の対応（継続的な対応） 

月 いじめ防止に関連する諸活動 

４ 
いじめ防止対策委員会、いじめ防止サポート会議   
家庭環境調査票作成  

５ 
いじめ防止サポート会議  
友達関係・地域の環境の実態把握及び共通理解   

６ 
いじめ防止サポート会議 
教育相談、 心のアンケート実施（いじめ防止） 

７ 
いじめ防止サポート会議 
1 学期の児童の様子や教育相談、アンケート調査
からみられる実態と対応について 

８ 
いじめ防止対策委員会、いじめ防止サポート会議 
ラジオ体操、プール開放等から児童の様子を把握  

９ 
いじめ防止サポート会議 
夏季休業の反省と事後指導 

10 
いじめ防止サポート会議 
家庭での児童の実態把握と指導（ネチケット） 

11 

いじめ防止サポート会議 
生徒指導、いじめ防止事例研究 
教育相談、アンケート調査 

12 

いじめ防止サポート会議 
２学期の児童の様子や教育相談、アンケート調査
からみられる実態と対応について 

１ 

２ 

いじめ防止サポート会議 
生徒指導、いじめ防止事例研究 
教育相談、 心のアンケート（いじめ防止） 

３ 
いじめ防止対策委員会、いじめ防止サポート会議 
いじめ防止対策についての評価と見直し 

全 体 計 画 

年間計画 

いじめ発見からの行動 
発見された事実や、取り組んだ指導内容等につい
ては、どんな些細なことでも正確に記録し（５Ｗ
１Ｈ）、情報を共有できるようにしておく。 

・校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、 

学級担任、養護教諭等で構成する。 

・学校の基本方針を明確にし、組織での 

対応の仕方を検討する。 

・被害者と加害者の保護者に対応の基本 

方針を伝え、理解を得る。 

・被害者と加害者の事後の様子を継続的に注視し、いじ

めの完全解消を見届ける。 

・各学級で道徳の時間に「思いやり」「友情・信頼」「自 

他の尊重」等の内容項目を重視するとともに、道徳教 

育の一層の充実を図る。 

・学校生活全体を通して、いじめを憎む心情、いじめを

非とする判断力、いじめを止めようとする態度を育て

る。 

いじめ防止対策のための組織 

校内対策委員会の開催 

情報収集をする 

記
録 

・つながりのある教職員

を中心に、即日、関係

児童（加害、被害とも

）の家庭訪問等を行い

、事実関係を伝えると

ともに、今後の学校と

の連携方法について

話し合う。 

・正確に捉えた事実をも

とに関係児童に対し

て行った指導、助言に

ついて関係児童の保

護者に伝えるととも

に、家庭での協力を依

頼する。 

保護者との連携 

・継続的に捉えた事実を

保護者に真摯に伝え

るとともに、学校全体

での取組について報

告する。 

対応前期（組織的な対応） 

職員会議 

・全職員で、い
じめの事実及
び学校の対応
について共通
理解を図る。 

・被害者―いじめが完全になくなるまで、組織をあげて守
り抜く。苦しい心情を共感的に受け止め、心に寄り添っ
た指導を行う。  

・加害者―「いじめは人間として絶対許されない行為であ
る」という毅然とした態度で、いじめ行為を阻止する。
社会的に責任を追及されることをはっきり伝える。 

・傍観者―第３者的立場をとることがいじめを助長させる
ことを理解させ、いじめを抑制する行動を考えさせる。 

・観衆―おもしろがって見ていることも、加担になること
をはっきり伝える。 

対応後期（学校全体） 

重大事態の場合 

校内での調
査について
市長による
再調査 

措 置 

マスコミへ
の対応 
(市教委の指示

を仰ぐ) 

市長への報告 
・被害者の安全と保護を最優先する。 
・事実関係を迅速かつ徹底的に調査し、把握する。 
〈被害者・加害者・周辺児童等から〉 
・情報源を明かさない。 
・情報を集約し、共通理解を図る。 
             保護者への報告 
・被害者と加害者の保護者に事実を伝える。 
・内容によっては、警察への通報、他校との連携・協力  

生徒指導 
委員会 

職員会議 

校内外生徒指導 

各 家 庭 

育 友 会 

関係諸団体 

教

育

相

談 

養護教諭 

教 頭 

教科担任、 ＳＳＷ、
児童相談所等 

生徒指導主事 

校 長 

各担任 

いじめ防止対策委員会 

 いじめの定義 
 「いじめ」とは、児童等に対して、
当該児童等と一定の人間関係にある
他の児童等が行う心理的又は物理的
な影響を与える行為（インターネッ
トを含む）であって、当該行為の対
象となった児童等が心身の苦痛を感
じているものをいう。 

基本姿勢 
いじめは、どの子供にも、どの学校でも、起こりうるものである。とりわ

け嫌がらせやいじわる等の「暴力を伴わないいじめ」は、多くの児童生徒が
入れ替わりながら被害も加害も経験する。また、「暴力を伴わないいじめ」
であっても、何度も繰り返されたり多くの者から集中的に行われたりするこ
とで、「暴力を伴ういじめ」とともに、生命又は身体に重大な危険を生じさ
せうる。このような理解のもとに本校では、以下のような基本方針を定め、
より根本的にいじめの問題を克服することを目指す。 
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